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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月5日(2018.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＩＫＡＲＯＳ（ＩＫＺＦ１）阻害剤を含む、抗炎症薬。
【請求項２】
前記ＩＫＡＲＯＳ阻害剤は、ＰＧＥ２、抗ＩＫＡＲＯＳ　ｓｉＲＮＡ、および抗ＩＫＡＲ
ＯＳ抗体からなる群より選択される、請求項１に記載の抗炎症薬。
【請求項３】
前記抗炎症薬は、上皮組織を標的とするものである、請求項１～２のいずれか１項に記載
の抗炎症薬。
【請求項４】
前記炎症は、ＩＫＡＲＯＳに起因する上皮が関与する炎症である、請求項１～３のいずれ
か１項に記載の抗炎症薬。
【請求項５】
局所投与剤である、請求項１～４のいずれか１項に記載の抗炎症薬。
【請求項６】
前記抗炎症薬は、皮膚または粘膜組織における炎症の処置または予防のためのものである
、請求項１～５のいずれか１項に記載の抗炎症薬。
【請求項７】
　以下の（１）～（３）の工程：
（１）ＩＫＡＲＯＳ遺伝子もしくは該当遺伝子の転写調節領域の制御下にあるレポーター
タンパク質をコードする核酸を含む細胞を、被検物質に接触させる工程；
（２）前記細胞におけるＩＫＡＲＯＳ遺伝子もしくはＩＫＡＲＯＳタンパク質またはレポ
ータータンパク質の発現量を測定する工程；および
（３）被検物質の非存在下において測定した場合と比較して、ＩＫＡＲＯＳ遺伝子もしく
はＩＫＡＲＯＳタンパク質またはレポータータンパク質の発現量を低下させた被検物質を
、抗炎症性物質の候補として選択する工程
を含む、抗炎症性物質のスクリーニング方法。
【請求項８】
　ＩＫＡＲＯＳと被検物質とを接触させ、ＩＫＡＲＯＳと結合能を有する被検物質を抗炎
症性物質の候補として選択することを特徴とする、抗炎症性物質のスクリーニング方法。
【請求項９】
　以下の（１）～（３）の工程：
（１）炎症性疾患の標的細胞を、ＩＫＡＲＯＳの存在下および非存在下で被検物質に接触
させる工程；
（２）各条件下での前記細胞における炎症反応の程度を測定する工程；および
（３）被検物質の非存在下において測定した場合と比較して、ＩＫＡＲＯＳの存在下で炎
症反応を抑制し、ＩＫＡＲＯＳの非存在下で炎症反応を抑制しなかった被検物質を、ＩＫ
ＡＲＯＳの機能を阻害して抗炎症作用を示す物質の候補として選択する工程
を含む、抗炎症性物質のスクリーニング方法。
【請求項１０】
　ｐｏｌｙＩ：Ｃ、インターロイキン－Ｉα（ＩＬ－１α）、腫瘍壊死因子（ＴＮＦ）α
またはＨ２Ｏ２刺激により炎症反応を惹起することを特徴とする、請求項９に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記細胞が、上皮細胞を含む、請求項７、９または１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
前記炎症は、ＩＫＡＲＯＳに起因する上皮が関与する炎症である、請求項７～１１のいず
れか１項に記載の方法。



(3) JP 2016-88926 A5 2018.3.22

【請求項１３】
ｐｏｌｙＩ：Ｃを含む、ＩＫＡＲＯＳ遺伝子の発現上昇または誘導のための組成物。
【請求項１４】
ＩＫＡＲＯＳ遺伝子の発現が上昇または誘導された、単離細胞。
【請求項１５】
ＩＫＡＲＯＳ遺伝子の発現が上昇または誘導された、炎症モデル動物。
【請求項１６】
前記炎症モデル動物は、皮膚組織および粘膜組織からなる群より選択される少なくとも１
つに細胞浸潤がみられる、請求項１５に記載の炎症モデル動物。
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